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1981年（昭和56年）大学病院併設型の三次救急医療施設として開設

久留米大学病院高度救命救急センター
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2002年 ドクターヘリの運用開始

久留米大学病院高度救命救急センター
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2016年 久留米市ドクターカー

の運用開始



センター処置室（初療）

2020.1.19 第13回日本性差医学・医療学会 学術集会

病床 42床

年間患者数 約1000名（うちCCUが約300名）



救命センターの組織体系
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センター長

副センター長・センター主任

ICU CCU 脳外科 外科



急患受け入れ態勢の限界
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Primary 
Survey

• ABCDEの評価と処置

• 場合により蘇生術

診断

• 画像診断（心臓カテーテル検査など）

• 血液検査

治療

• 薬物治療

• 機械的サポート（IABP,Impella,PCPSなど）

その他

• 診療録の作成

• 家族への病状説明と同意



CCUの就労環境の改善
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✓スタッフの増員

✓チーム主治医制の確立→朝夕１日２回のカンファレンス

✓当直明けの休みを確保

✓時短常勤・非常勤（当直支援スタッフ）など多様な勤務形態の導入



女性医師が少ない診療科は
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女性医師の勤務環境の現況に
関する調査報告書
(2017.8 日本医師会)より抜粋



常勤の多い診療科は
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女性医師の勤務環境の現況に関する調査報告書
(2017.8日本医師会)より抜粋

救急科：常勤の割合85%

脳神経外科：常勤の割合93%



宿日直・オンコールの多い診療科は
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女性医師の勤務環境の現況に
関する調査報告書
(2017.8日本医師会)より抜粋

多いのは
産婦人科・脳神経外科・
救急科・泌尿器科など
（研修医は除く）



救急科の女性医師の悩みは
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女性医師の勤務環境の現況に
関する調査報告書
(2017.8日本医師会)より抜粋

女性医師の少ない科ほど
女性医師としての悩みを

抱えている

男性主導社会

セクハラ

休憩室などの施設環境不備

職場の無理解

人間関係
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産休明け女性医師の復帰を阻むものは

有形のハードル 無形のハードル
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最終自己評価点 指導医評価

後期研修医教育～久留米大学心臓・血管内科の試み～

定期的な面談
目標設定（短期・長期）
進路希望に応じた研修内容の調整

その１：メンター制度



後期研修医教育～久留米大学心臓・血管内科の試み～
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その２：研修医向けショートレクチャー 月2回

その３：心エコー検定試験



急性期診療の未来は
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急性期診療

超高齢化

社会

心不全

パンデミック

終末期医療

緩和ケア

ワークライフ

バランス

臓器移植


